
１．施設名等１．施設名等１．施設名等１．施設名等

～

利用料金制 採用している 採用していない

前年度からの変更 あり なし

（変更ありの場合、その内容）

％

％

（２）利用者数、利用料金収入の増減理由（２）利用者数、利用料金収入の増減理由（２）利用者数、利用料金収入の増減理由（２）利用者数、利用料金収入の増減理由

（利用者数）

（利用料金収入）

3,1653,291

　前年度と比較し、、8～10月の利用者が多く,宿
泊による利用料金収入が約８％増加したことによ
るものである。小児、成人患者の宿泊数とも増加
しており、小児患者は、前年比4.5％増であった。

3,336

―

対前年度増減率が±５％以上の場合、その理由

4,002 3,241

利用者数(人)

29年度

2,714

26年度年度 28年度

2,593

27年度25年度

2,705

年中無休（施設管理上必要なときは休館することがあります。）

利用料金収入(千円)

利用料金等

県委託料（千円）

５．施設の利用状況５．施設の利用状況５．施設の利用状況５．施設の利用状況

3,781 4.7

年度

開館日・開館時間

４．指定管理業務に係る県の委託料（協定締結額）４．指定管理業務に係る県の委託料（協定締結額）４．指定管理業務に係る県の委託料（協定締結額）４．指定管理業務に係る県の委託料（協定締結額）

施設内容

平成31年3月31日

ファミリーハウスは、小児慢性特定疾患児等長期にわたり医療施設において療養を必
要とする児童の家族が付き添いのために滞在できる宿泊施設であり、遠隔地から入
院している児童の療養環境の向上を図るとともに、その家族の経済的・精神的負担の
軽減を図ることを目的とする。

宿泊室５室（和３、洋２）、プレイルーム

指定管理者が
行う業務

指定期間

施設の管理体制

電話

①ファミリーハウスの事業の実施に関する業務
②ファミリーハウスの利用の許可に関する業務
③ファミリーハウスの利用に係る料金の収受に関する業務
④ファミリーハウスの利用の促進に関する業務
⑤ファミリーハウスの施設、附属設備及び備品の維持管理に関する業務
⑥その他知事が定める業務

施設の外観

089-921-5657
所在地

ファミリーハウスあい

（設置年月日） http://www.npo-lafamille.com/（平成15年4月1日）

県所管課

ＨＰ

( ５年間 )

保健福祉部健康衛生局健康増進課

27年度

２．指定管理者２．指定管理者２．指定管理者２．指定管理者

３．施設の概要と指定管理者が行う業務等３．施設の概要と指定管理者が行う業務等３．施設の概要と指定管理者が行う業務等３．施設の概要と指定管理者が行う業務等

指定管理者名

設置目的

26年度 28年度 30年度29年度

平成30年３月31日現在

0

施設名

0

25年度

-

00

特定非営利活動法人　ラ・ファミリエ

松山市室町７４番地２

平成26年4月1日

（１）施設の利用者数と利用料金収入（１）施設の利用者数と利用料金収入（１）施設の利用者数と利用料金収入（１）施設の利用者数と利用料金収入

平平平平 成成成成 29292929 年年年年 度度度度 指指指指 定定定定 管管管管 理理理理 者者者者 運運運運 営営営営 状状状状 況況況況 検検検検 証証証証 シシシシ ーーーー トトトト

2,849

対前年度増減率

5.4
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25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

利用料金収入

（千円）

利用者数

（人）

利用料金収入 利用者数

ハウスマネージャー（１名）

ハウスキーパー（４名）

清掃ボランティア（１名）
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　ア）サービス向上を図る主な取組み

　（○は指定管理者制度導入以降、継続的な取組み、☆は平成29年度の新たな取組み、※は利用者からの要望により実施）

　イ）利用者からの声への対応状況（平成29年度）

６．サービスの質向上に向けた取組み６．サービスの質向上に向けた取組み６．サービスの質向上に向けた取組み６．サービスの質向上に向けた取組み

利用者が退出時に記入するチェックリストに意見・要望などを記入する欄
を設け、施設の管理運営に反映させるよう努めた。苦情・問題点につい
ては、できるだけ速やかに解決に当たり、ミーティングの開催や文書等に
よりスタッフ全員で問題点と対応策を共有した。

宿泊施設の基本である衛生、清掃、設備管理を徹底し、利用者が気持
ちよく利用できる環境整備を行うとともに、利用者の立場に立ったサー
ビス内容を検討するなど、施設退出後のフォローアップも含めて、ふれ
あいを大切にした心温まる施設にしていくことが重要である。

①破損箇所の確認、部品交換を行った。
②即日確認の上、対応した。
③現状の敷地内では困難な旨を説明

①掃除機部品の破損
②トイレの清掃用具の汚れ
③駐車場の拡大

○ホームページ上での施設紹介及び空室案内
○医療機関に施設案内パンフレットを設置
○病院への定期的な周知活動
○施設スタッフ不在時における２４時間連絡体制の推進
○県内事業所等へ「ファミリーハウスあい募金箱」及び案内パン
フレットを設置
☆ＡＥＤの設置

平成30年度の内容（予定含む）

○ホームページ上での施設紹介及び空室案内
○医療機関に施設案内パンフレットを設置
○病院への定期的な周知活動
○施設スタッフ不在時における２４時間連絡体制の推進
○県内事業所等へ「ファミリーハウスあい募金箱」及び案内パン
フレットを設置

平成29年度の内容

指定管理者の自己検証 県の施設所管課の確認・検証意見

利用者からの評価や苦情・要望の主な内容 利用者からの苦情・要望への主な対応状況

指定管理者は、施設の維持管理及び業務の実施について適正かつ誠実に運営しており、長期療養児家族が付き添いのために滞在できる宿泊
施設の役割を果たしている。

８．指定管理者制度の導入による効果と課題の検証８．指定管理者制度の導入による効果と課題の検証８．指定管理者制度の導入による効果と課題の検証８．指定管理者制度の導入による効果と課題の検証

７．平成29年度実績に係る施設の利用状況及びサービスの質向上に向けた取組みに関する確認・検証７．平成29年度実績に係る施設の利用状況及びサービスの質向上に向けた取組みに関する確認・検証７．平成29年度実績に係る施設の利用状況及びサービスの質向上に向けた取組みに関する確認・検証７．平成29年度実績に係る施設の利用状況及びサービスの質向上に向けた取組みに関する確認・検証
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